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〔B 年〕公現後第 2 主日(2026 年 1 月 18 日) 

【旧約聖書日課】エレミヤ書 1章4～10節 
4主の言葉がわたしに臨んだ。 

5  「わたしはあなたを母の胎内に造る前から 

あなたを知っていた。 

母の胎から生まれる前に 

わたしはあなたを聖別し 

諸国民の預言者として立てた。」 
6わたしは言った。 

「ああ、わが主なる神よ 

わたしは語る言葉を知りません。 

わたしは若者にすぎませんから。」 
7  しかし、主はわたしに言われた。 

「若者にすぎないと言ってはならない。 

わたしがあなたを、だれのところへ 

遣わそうとも、行って 

わたしが命じることをすべて語れ。 
8  彼らを恐れるな。 

わたしがあなたと共にいて 

必ず救い出す」と主は言われた。 
9 主は手を伸ばして、わたしの口に触れ 

主はわたしに言われた。 

「見よ、わたしはあなたの口に 

わたしの言葉を授ける。 
10 見よ、今日、あなたに 

諸国民、諸王国に対する権威をゆだねる。 

抜き、壊し、滅ぼし、破壊し 

あるいは建て、植えるために。」 

【使徒書日課】使徒言行録 9章1～20節 
1さて、サウロはなおも主の弟子たちを脅迫し、

殺そうと意気込んで、大祭司のところへ行き、2ダ

マスコの諸会堂あての手紙を求めた。それは、こ

の道に従う者を見つけ出したら、男女を問わず縛

り上げ、エルサレムに連行するためであった。3と

ころが、サウロが旅をしてダマスコに近づいたと

き、突然、天からの光が彼の周りを照らした。4サ

ウロは地に倒れ、「サウル、サウル、なぜ、わた

しを迫害するのか」と呼びかける声を聞いた。5

「主よ、あなたはどなたですか」と言うと、答え

があった。「わたしは、あなたが迫害しているイ

エスである。6起きて町に入れ。そうすれば、あな

たのなすべきことが知らされる。」7同行していた

人たちは、声は聞こえても、だれの姿も見えない

ので、ものも言えず立っていた。8サウロは地面か

ら起き上がって、目を開けたが、何も見えなかっ

た。人々は彼の手を引いてダマスコに連れて行っ

た。9サウロは三日間、目が見えず、食べも飲みも

しなかった。 

10ところで、ダマスコにアナニアという弟子が

いた。幻の中で主が、「アナニア」と呼びかける

と、アナニアは、「主よ、ここにおります」と言

った。11すると、主は言われた。「立って、『直

線通り』と呼ばれる通りへ行き、ユダの家にいる

サウロという名の、タルソス出身の者を訪ねよ。

今、彼は祈っている。12アナニアという人が入っ

て来て自分の上に手を置き、元どおり目が見える

ようにしてくれるのを、幻で見たのだ。」13しか

し、アナニアは答えた。「主よ、わたしは、その

人がエルサレムで、あなたの聖なる者たちに対し

てどんな悪事を働いたか、大勢の人から聞きまし

た。14ここでも、御名を呼び求める人をすべて捕

らえるため、祭司長たちから権限を受けていま

す。」15すると、主は言われた。「行け。あの者

は、異邦人や王たち、またイスラエルの子らにわ

たしの名を伝えるために、わたしが選んだ器であ

る。16わたしの名のためにどんなに苦しまなくて

はならないかを、わたしは彼に示そう。」17そこ

で、アナニアは出かけて行ってユダの家に入り、

サウロの上に手を置いて言った。「兄弟サウル、

あなたがここへ来る途中に現れてくださった主

イエスは、あなたが元どおり目が見えるようにな

り、また、聖霊で満たされるようにと、わたしを

お遣わしになったのです。」18すると、たちまち

目からうろこのようなものが落ち、サウロは元ど

おり見えるようになった。そこで、身を起こして

洗礼を受け、19食事をして元気を取り戻した。 

サウロは数日の間、ダマスコの弟子たちと一緒

にいて、20すぐあちこちの会堂で、「この人こそ

神の子である」と、イエスのことを宣べ伝えた。 

【福音書日課】マルコによる福音書 1章14～20節 
14ヨハネが捕らえられた後、イエスはガリラヤ

へ行き、神の福音を宣べ伝えて、15「時は満ち、

神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じなさい」

と言われた。 
16イエスは、ガリラヤ湖のほとりを歩いておられ

たとき、シモンとシモンの兄弟アンデレが湖で網

を打っているのを御覧になった。彼らは漁師だっ

た。17イエスは、「わたしについて来なさい。人

間をとる漁師にしよう」と言われた。18二人はす

ぐに網を捨てて従った。19また、少し進んで、ゼ

ベダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネが、舟の中で

網の手入れをしているのを御覧になると、20すぐ

に彼らをお呼びになった。この二人も父ゼベダイ

を雇い人たちと一緒に舟に残して、イエスの後に

ついて行った。 
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「聖書協会共同訳」（2018 年版）読み比べ 

エレミヤ書 1章4～10節 
4 主の言葉が私に臨んだ。 
5 「私はあなたを胎内に形づくる前から 

知っていた。 

母の胎より生まれ出る前に 

あなたを聖別していた。 

諸国民の預言者としたのだ。」 
6  そこで私は言った。 

「ああ、わが主なる神よ 

私はまだ若く 

  どう語ればよいのか分かりません。」 
7 しかし、主は言われた。 

「『まだ若い』と言ってはならない。 

むしろ、私があなたを遣わす相手が誰であろう

と 

赴いて、命じることをすべて語れ。 
8  彼らを恐れてはならない。 

この私があなたと共にいて、救い出すからだ」 

―――主の仰せ。 
9  御手を伸ばし、私の口に触れ 

主は言われた。 

「さあ、私はあなたの口に私の言葉を授けた。 
10 見よ、今日、あなたを 

諸国民、諸王国の上に任命する。 

引き抜き、壊し、滅ぼし、破壊し 

あるいは建て、植えるために。」 

使徒言行録 9章1～20節 
1さて、サウロはなおも主の弟子たちを脅迫し、

殺害しようと意気込んで、大祭司のところへ行き、
2ダマスコの諸会堂宛ての手紙を求めた。それは、

この道に従う者を見つけ出したら、男女を問わず

縛り上げ、エルサレムに連行するためであった。
3ところが、旅の途中、ダマスコに近づいたとき、

突然、天からの光が彼の周りを照らした。4サウロ

は地に倒れ、「サウル、サウル、なぜ、私を迫害

するのか」と語りかける声を聞いた。5「主よ、あ

なたはどなたですか」と言うと、答えがあった。

「私は、あなたが迫害しているイエスである。6立

ち上がって町に入れ。そうすれば、あなたのなす

べきことが告げられる。」7同行していた人たちは、

声は聞こえても、誰の姿も見えないので、ものも

言えず立っていた。8サウロは地面から起き上が

って、目を開けたが、何も見えなかった。人々は

彼の手を引いてダマスコに連れて行った。9サウ

ロは三日間、目が見えず、食べも飲みもしなかっ

た。 

10ところで、ダマスコにアナニアという弟子が

いた。幻の中で主が、「アナニア」と呼びかける

と、アナニアは、「主よ、ここにおります」と言

った。11すると、主は言われた。「立って、『ま

っすぐ』と呼ばれる通りへ行き、ユダの家にいる

サウロという名の、タルソス出身の者を訪ねよ。

彼は今祈っている。12アナニアと言う人が入って

来て自分の上に手を置き、元どおり目が見えるよ

うにしてくれるのを、幻で見たのだ。」13しかし、

アナニアは答えた。「主よ、私は、その男がエル

サレムで、あなたの聖なる者たちに対してどんな

悪事を働いたか、大勢の人から聞きました。14こ

こでも、御名を呼び求める人をすべて縛り上げる

顕現を、祭司長から受けています。」15すると、

主は言われた。「行け。あの者は、異邦人や王た

ち、またイスラエルの子らの前に私の名を運ぶた

めに、私が選んだ器である。16私の名のためにど

んなに苦しまなくてはならないかを、彼に知らせ

よう。」17そこで、アナニアは出かけて行ってユ

ダの家に入り、サウロの上に手を置いて言った。

「兄弟サウル、あなたがここへ来る途中に現れて

くださった主イエスは、あなたが元どおり目が見

えるようになり、また、聖霊で満たされるように

と、私をお遣わしになったのです。」18すると、

たちまち目からうろこのようなものが落ち、サウ

ロは元どおり見えるようになった。そこで、身を

起こして洗礼を受け、19食事をして元気を取り戻

した。 

サウロは数日の間、ダマスコの弟子たちと一緒

にいて、20すぐ諸会堂で、「この人こそ神の子で

ある」と、イエスのことを宣べ伝えた。 

マルコによる福音書 1章14～20節 
14ヨハネが捕らえられた後、イエスはガリラヤ

へ行き、神の福音を宣べ伝えて、15「時は満ち、

神の国は近づいた。悔い改めて、福音を信じなさ

い」と言われた。 
16イエスは、ガリラヤ湖のほとりを通っていた

とき、シモンとシモンの兄弟アンデレが湖で網を

打っているのを御覧になった。彼らは漁師だった。
17イエスは、「私について来なさい。人間をとる

漁師にしよう」と言われた。18二人はすぐに網を

捨てて従った。19また、少し進んで、ゼベダイの

子ヤコブとその兄弟ヨハネが、舟の中で網の手入

れをしているのを御覧になると、20すぐに彼らを

お呼びになった。すると彼らは、父ゼベダイを雇

い人たちと一緒に舟に残して、イエスの後に付い

て行った。 
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黙想のためのノート 

次主日の教会暦と聖書日課 

・1 月 18 日「公現後第 2 主日」の日課主題は「最初

の弟子たち」。 

・旧約日課は、「エレミヤ書」から、エレミヤの預言者

としての召命体験を伝える説話の一部。使徒書日課

は、「使徒言行録」から、サウロ（パウロ）の回心体験

を伝える説話箇所。福音書日課は、「マルコによる福

音書」から、四人の漁師が主イエスの呼びかけに応

えて従った召命体験を伝える説話箇所。 

旧約日課（エレミヤ 1章より） 

・「エレミヤ書」は、ユダヤ正典（ヘブライ語聖書）の区

分で「後の預言者」の第二に置かれた預言文書。前

7 世紀末期から前 6 世紀初期にかけて南王国ユダ

の 3人の王（ヨシヤ、ヨヤキム、ゼデキヤ）に仕えた宮

廷預言者「エレミヤ」の預言集と言行録がまとめられ

ている。全体として代々の王の治世年代を表示する

ことによって年代順に配置されているが、一部に年

代が前後する段があり、正典化過程における混乱が

推認される。たとえば、標題によると、預言活動の開

始時期が「ヨシヤ王の治世第 13年」すなわち前 628

年頃であり、「ゼデキヤ王の治世の終わり」すなわち

前 587 年頃まで活動が続いたとあるが（1:2~3）、エ

ルサレムが陥落してゼデキヤ王の治世が終焉を迎え

た後の時代に関する記述（39~44章）も含まれており、

初版「エレミヤ書」に付加編集を施した改訂版「エレミ

ヤ書」が正典「エレミヤ書」となった可能性が高い。 

・エレミヤは、標題によれば「ベニヤミンの地のアナト

トの祭司ヒルキヤの子」（1:1）であったとされており、

明らかに「エルサレム神殿祭司」の家系ではないにも

かかわらず、エルサレム宮廷で王の預言者としての

地位を与えられていた。この事情の背景には、「列王

記下」22~23 章が物語るような「ヨシヤ王による改革」

があったと推認される。ヨシヤ王の治世 13 年に相当

する前 628 年頃は、8 歳で即位していたヨシヤ王が

20 歳を超え、自ら統治行為を行い始めたころと推認

されるが、当時の世界情勢は、それまで絶大な権勢

を誇っていたオリエントの覇権国アッシリアがアシュ

ルバニパル王の崩御に伴って急速に国力を衰退さ

せ始めており、ユダ王国ヨシヤ王は早々に宗主国ア

ッシリアを見限って、東の大国メディアと同盟を組ん

でいた新興国・新バビロニアと同盟を組み、アッシリ

ア支配の後退により権力の空白が生じつつあったサ

マリア州（旧北王国イスラエル領域）における支配権

の確立を目指し始めていたと考えられる。その政策

遂行のためになされたのが「列王記下」22~23 章の

伝える改革で、旧イスラエル王国領域を含む各地の

地方聖所祭司集団をエルサレム神殿祭司団のもと

に統合していく目的で、エレミヤのような地方聖所の

祭司家系の者がエルサレム宮廷に登用されることが

起こっていたと考えられる。おそらくエレミヤは、父健

在の若いうちにエルサレムに登用されたのだろう。 

・日課箇所は、一般にエレミヤの召命記事として解釈

されるが、その背景には、エルサレムから使者が訪

れエレミヤを招請登用する旨の告知がなされる、とい

うようなことが行われたことを伝えているとも解せる。

あるいは、「預言者」としての任命式（就任式）の儀礼

的な対話と解することもできる。古代オリエント世界で

は、王や祭司が即位する儀式において、神の選びが

告げられ、それに対して謙って自分が相応しい者で

はないと応答し、にもかかわらず神が相応しい者に

するとの告知をもって任じられるというパターンは、よ

く知られている（「イザヤ書」6 章の預言者イザヤの召

命記事も同様のパターンを有する）。 

使徒書日課（使徒 9章より） 

・「使徒言行録」は、「ルカによる福音書」の続巻とし

て著された「初代教会正史物語文書」で、「同福音書」

同様、著者は不詳だが「テオフィロ」なる人物に献呈

された文書として整えられている。本書は、主イエス

の復活・昇天を目撃した使徒らを中心とした 120 人

ほどの集団に聖霊が降臨して「教会」として歩み始め、

使徒らの指導のもとに世界各地に教会共同体を展

開、さまざまな対立や困難を超えて「一つの教会共

同体ネットワーク」を形成していく様を描いており、前

半は使徒ペトロらを中心に、後半は宣教者パウロを

中心に展開されている。日課箇所で描かれる「サウロ」

は、パウロのユダヤ名で、古代イスラエル王国の初

代王とされるベニヤミン族出身の「サウル」に由来。 

・サウロ（パウロ）は、最初は「教会の反対者・迫害者」

として登場するが、幻の中で主イエスと出会って転向

（回心）して「教会」に加わるものの信用を得られずに

いたところ、シリア・アンティオキア教会の指導者バル

ナバに見出されて同教会派遣の宣教団に加わること

で頭角を表した。そのバルナバやペトロと意見の相

違を生じて一時離反するも、曲折を経てペトロらの教

会ネットワークと和解を果たした人物として描かれて

いる。日課箇所は、その彼の回心体験を描いている。 

・「ダマスコ」は、シリア州第二の都市で、古くは「アラ

ム王国」の首都としても栄えた最古のオアシス都市の

ひとつ。前 1世紀、ローマ支配時代に入って「デカポ

リス（十都市連合）」の一つに数えられていたが、後

37 年には皇帝の命令で属国ナバテア王国に編入さ

れている。サウロがダマスコを訪れたのは、ナバテア

王国支配下とされたころと推認される。当時のナバテ

ア王国はユダヤの支配者ヘロデ家との関係が悪く、

宗主国ローマとの関係も良好ではなかった。しかし、

ユダヤ人は多く居住していたと考えられる。 

・18 節「身を起こして」は、ギリシア語「アニステーミ」

で、この語は本書で「復活する」の意で用いられてい

る語。サウロの回心体験と洗礼は、一種の「復活体験」

として描写されている。 

・「アナニア」なる人物の詳細は不詳。本書 5章に「サ

フィラ」という妻を持つ「アナニア」が登場しているが、

別人として描かれていると考えられる。 
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福音書日課（マルコ 1 章より） 

・日課箇所は、主イエスの宣教開始と、四人の漁師

を弟子として従わせられるようになった出来事を伝え

る箇所。共観福音書（マタイ、マルコ、ルカ）が共通し

て同じ事柄を伝えているが、「ルカ」だけは異なる筋

書きで伝えている。 

・14 節「神の福音」という表現は、「パウロ書簡集」で

は繰り返し見られる（ロマ 1:1、15:16、Ⅱコリ 11:7、Ⅰ

テサ 2:2,8,9）、「ペトロの手紙一」4:17 にも見られる

が、福音書では、日課箇所の一例のみ。「マタイ」で

は「御国の福音」という表現が、「ルカ」では「神の国

の福音」という表現があり、日課箇所の「神の福音」と

いう表現は、「パウロ書簡」等の場合とは関係なく、続

く宣教の言葉「時は満ち、神の国は近づいた…」を

指し示すために強調されているのかもしれない。 

・15 節「時は満ち、神の国は近づいた。悔い改めて

福音を信じなさい」という宣教の言葉は、通説では主

イエスの独自のものであると解されるが、詳細は不詳。

「マタイ」は、少し文言の違う「悔い改めよ。天の国は

近づいた」（マタイ 4:17）という言葉を伝えているが、

これは洗礼者ヨハネの宣教の言葉（マタイ 3:2）に一

致するものとして描かれており、主イエス独自の宣教

の言葉とはみなしていない。「マルコ」において、「神

の国」は、一貫して人が待ち望み、得ることを願うもの

として位置づけられている（最後に現れるのは、

15:43「この人も神の国を待ち望んでいた」）。 

・二組の漁師の兄弟は、主イエスの弟子集団の中で

も側近的な立場で中心に位置し続けていたと考えら

れる人たち。ただし、「共観福音書」では一貫して、ア

ンデレを除く「ペトロ（＝シモン）、ヤコブ、ヨハネ」の

三人組で描かれており、「アンデレ」の特別な役割を

伝えるのは「ヨハネ福音書」のみ（ヨハネ 1:40、6:8、

12:22）。「ヨハネ福音書」によれば、彼らは「ベトサイ

ダ」という漁師町の出身であったが（ヨハネ 1:44）、ガ

リラヤ湖北端の交易路に位置する大都市カファルナ

ウムに家族と住む大きな自宅を有していたとされる

（マルコ 1:29）。カファルナウムは、ガリラヤ湖で水揚

げされた水産物の加工場や取引される市場もあった

町で、彼ら漁師たちは漁獲量によっては多額の現金

収入を得ていたと考えられる。特にヤコブとヨハネの

場合は、父ゼベダイが雇い人も抱えた親方であり、

「やり手の漁業経営者」一家であったとも推察される。 

・16節/19節「ご覧になった」（エイドス）は、各福音書

で繰り返し用いられる主イエスの行為を表す表現。

「マルコ」で最初にこれが描かれているのは、1:10 の

霊の降臨を「ご覧になった」という場面。 

・18 節「捨てて」および 20 節「残して」の原語（ギリシ

ア語）は、いずれも「アフィエーミ」で、原義は「手放す、

離す、自由にする」。参考に、主イエスが弟子たちに

受難予告された際に告げられた「自分を捨て」（8:34）

は、「断絶する／拒絶する」が原義の「アパルネオマ

イ」が用いられており、ニュアンスが大きく異なる。 

来週の誕生日（1 月 18 日～24 日） 

 

主日礼拝の讃美歌から 

・21-148「全地よ、主に向かい」（Ⅰ４番「よろずのく

にびと」、Ⅰ5 番「こよなくかしこし」）は、カルヴァン

の指導下でジュネーブ詩編歌に倣って作られた

「英語ジュネーブ詩編歌」（~1562 年）に収められた

詩編 100 編の歌。Ⅰ4 番やⅠ5 番は、同じ詩編歌

の別版（編詞者違い）。 

・21-197「ああ主のひとみ」（Ⅰ243 番）は、1951 年

にキリスト教雑誌で行われた讃美歌募集に応じて

当時神学生で後に牧師になった井置利夫と梅田信

治が合作した歌詞に、選者の由木康が 4 節目を加

えて、1954 年版『讃美歌』に採用された。曲は、音

楽教師であった高田早穂見の作曲。 

・21-516「主の招く声が」は、S.ウェスレーに影響を

受けて教会音楽家となった 19世紀英国人パリーの

オラトリオ「ユディト」の中の曲で「讃美歌集」（1924

年版）に採用された旋律に、新しい歌詞を付けて歌

うべくグリーンが 1981年に作詞した。英語原詞は 4

節だが、日本語訳では 5節に拡大してまとめている。 

21-148「全地よ、主に向かい」 

GENEVAN 100（OLD 100TH） 
1. All people that on earth do dwell, / sing to the Lord with 

cheerful voice; / him serve with mirth, his praise forth tell; 
/ come ye before him and rejoice. 

2. Know that the Lord is God indeed; / without our aid he did 
us make. / We are his folk, he doth us feed, / and for his 
sheep he doth us take. 

3. Oh, enter then his gates with praise; / approach with joy 
his courts unto; / praise, laud, and bless his name always, 
/ for it is seemly so to do. 

4. For why? The Lord our God is good: / his mercy is forever 
sure; / his truth at all times firmly stood, / and shall from 
age to age endure. 

5. To Father, Son, and Holy Ghost, / the God whom heav'n 
and earth adore, / from us and from the angel host / be 
praise and glory evermore. 

２１-516「主の招く声が」 

How clear is our vocation, Lord 
1. How clear is our vocation, Lord, / when once we heed your 

call: / to live according to your word, / and daily learn, 
refreshed, restored, / that you are Lord of all, / and will not 
let us fall. 

2. But if, forgetful, we should find / your yoke is hard to bear; 
/ if worldly pressures fray the mind, / and love itself cannot 
unwind / its tangled skein of care: / our inward life repair. 

3. We marvel how your saints become / in hindrances more 
sure; / whose joyful virtues put to shame / the casual way 
we wear your name, / and by our faults obscure / your 
power to cleanse and cure. 

4. In what you give us, Lord, to do, / together or alone, / in 
old routines and ventures new, / may we not cease to look 
to you, / the cross you hung upon / all you endeavored 
done. 


